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m が大きいほど、 AMPS との共重合体とは逆に小さくなりました。この結果は電解質モノマーの構造も会合挙動を
決定する大きな要因であることを示すものであります。この会合挙動の違いに対する一つの要因として、現時点では、
AMPS ユニットのメチル基の疎水性が大きな影響を及ぼし、分子内会合を強く促進していると考えています。
論文審査の結果の要旨
野田哲也君は、疎水基で修飾した高分子電解質の会合挙動を、疎水基、及び電荷と主鎖との聞のスぺーサーに着目
し、詳細な研究を行った。その結果、疎水基の運動性だけでなく電荷の運動性が会合挙動に大きく影響を及ぼすこと
を明らかにした。また同時に、非イオン性界面活性剤をベースにした新たな水溶性高分子の分子設計への可能性を示
した。本研究論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
円。
